
デジタル・ディスラプション－
主導権を握るのは誰か

企業が競争戦略を策定する際に「テクノロジー」を中
心にするのは不思議なことではない。特定の業界で生
き残るためには、デジタル技術を創造的に活用する能
力が必要だ。それでも、多くの組織はデジタル戦略の
策定に苦慮し続けながら、より機敏で新しい競合他社
をかわすのに精一杯の速さで取り組んでいる。最終的
には、新しいテクノロジーは変化を促進するものであ
り、組織は迅速に対応しなければならない。そうでな
ければ、あっという間に時代遅れになってしまうだろ
う。
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IT が次の段階へステップアップするべ
き理由とその IT を成功させるための 8
つのヒント

誰が、こうした企業の
デジタル化の道を切り開くのか

IT 組織や専門家は手を挙げるのが早いはずだ。テクノ
ロジーに強い起業家であれ、CIO であれ、CTO であれ、
プロジェクト・マネージャーであれ、テクノロジー革

命のデジタル・エンドに両足で飛び込むことへの恥ず
かしさを克服するべきだ。ただ、どちらかといえば、
デジタル・テクノロジーは複雑であり、IT リーダーが
もたらす高度なスキルが必要であることを忘れないで
ほしい。

問題は、IT の専門家がビジネスパートナーと連携して、
より良いデジタルベースの組織を発展させるための
リーダーシップを発揮するにはどうすれば良いのかと
いうことだ。

最終的には、IT の専門家も事業計画のテーブルに座る
ことが必要だ。各事業部や部門と積極的に交流しなが
ら、デジタル技術を活用して会社を有利にするための
様々なアイデアを議論し提案することで、そこにたど
り着くことができる。最終的には、そのうちの 1 つが
定着するだろう。そして間もなく、部門を超えた仲間
たちは、競合他社を圧倒する方法でデジタルを活用し
た新しいアイデアを求めて、あなたやあなたの組織に
注目することに慣れていくだろう。



破壊する者になるか、
破壊される者になるか

おそらく、技術革新により加速する変化を表現するた

めに最もよく使われる言葉は、「ディスラプション」で

ある。そして、このトピックは「デジタル・ディスラ

プション」と呼ばれることが多い。デジタル・ディス

ラプションは、成功したソリューションやサービスの

ライフサイクルを短くし、組織は競争に勝つために新

しいソリューションを開発し続けなければならないこ

とを意味する。過去に、ノキアのようなブランドが市

場シェアを大幅に失い、刻々と変化するテクノロジー

の領域で最新の状態を維持するために再適応しなけれ

ばならないのを私たちは目の当たりにしてきた。

企業は、自社の市場シェアが急速に崩壊する可能性が

あることを認識する必要がある。通常は、消費者の満

足度や製品価格に対する市場の感度など、ある指標を

観察することで、典型的なディスラプションのリスク

を判断できる。よって、ディスラプションが成功する

タイミングは、低価格で顧客サービスを向上させる新

製品を市場に提供できるかどうか、あるいはより多く

のサービスオプションを提供できるかどうかに大きく

依存する。最終的には、企業は破壊される者になりた

いのか、破壊する者になりたいのかを考える必要があ

る。
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リスクの高いビジネス

正しい場所に正しい破壊的なアイデアを持っているこ

とは、単なる数学的計算ではない。それは多くの方法

で予測可能かもしれないが、どの市場においても、作

用する変数の複雑さのために常にリスク要因があるこ

とを忘れてはいけない。しかし、ビジネスモデルを変

革することを決めた場合、迅速に行動する必要がある。

イニシアチブを実行し、完了する時間が重要である。

そして、すべての中断には、失敗率があることを考慮

してほしい。例えば、サッカーをするとき、選手のす

べてのキックがゴールになるわけではない。ディスラ

プションについても同じことが言える。

その場合の課題は、許容可能な成功率を決定すること

である。ボールを蹴らないと得点にならないことを常

に覚えておくのだ。リスクを冒すことは、デジタル変

革の必要条件にすぎない。このように、企業は多くの

イニシアチブを取る必要があるが、そのうちの何パー

セントかは成功するだろう。

IT リーダーは、変革の提唱者であり実行者である必要

がある。IT リーダーは、デジタルトランスフォーメー

ションを通じて組織をナビゲートするためのリーダー

シップと方向性を提供しなければならない。

これはすべて、IT リーダーが、ただ提唱するだけの人

間ではなく、自分自身が実践しなければならないとい

うことを意味する。この機会を捉えられなかった ITリー

ダーは、恒久的なサポートの役割に縛られてしまう可

能性が高い。実際、多くの組織ではすでに企業のデジ

タル戦略を統括するチーフ・デジタル・オフィサーや

チーフ・イノベーション・オフィサーのような C レベ

ルの役職を新設している。

＊

あなたはどのようにして変化の実行者になりたいか、

ここでは、成功のための 8 つのヒントをご紹介する。

#1

テクノロジー投資のビジネス・サイクルを変更する。

技術投資は、経済的な機会や不足に縛られるのではな

く、日常的なプロセスや規範的なプロセスの一部にな

らなければならない。つまり、特定のイベント、新し

いテクノロジー、競合に関する発表に基づいて新しい

アイデアを作成し、次のイベントで次のステップに進

むことはお勧めしない。このアプローチはカルチャー

の変化に不連続性を生み出す。デジタル・ディスラプ

ションが成功するためには、24 時間 365 日を念頭に

置かなければならない。

#2

従来の運用をアップグレードするよう組織に促す。そ
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のためにはプロセスを見直し、人材を把握し、スタッ

フの役割と責任を再検討する。最終的には組織は新た

に組織改革に着手して、あなたは「OK、全く違う方法

でやるぞ」と言う意欲と能力を持たなければならない。

#3

企業の顧客との距離を縮める。B2B ビジネスでも B2C

ビジネスでも、最終的には消費者が存在する。ビジネ

スがテクノロジーを活用して、消費者のニーズへの対

応を改善できる IT リーダーは貴重な存在になるだろう。

#4

常に変化するテクノロジーの世界を受け入れる。組織

が IT に関してこれまでに経験してきたことは IT の将来

的な使用のための良い指標にはならない。技術革新は、

インフラストラクチャ、学習、プロセス評価を通じて、

よりデジタルに焦点を当て、進化する必要がある。

#5

デジタル技術は競争戦略の中心であることを忘れない

でほしい。IT リーダーは、ビジネス戦略に関するすべ

ての議論にテクノロジーの機会が確実に統合されるよ

うにする必要がある。

#6

社内および顧客との連携を通じてデジタル革新を管理

する。前述したように、IT リーダーは、様々な部門と

部門、特にビジネス顧客に対して積極的に対応するこ

とにより、ビジネス全体にわたるインターフェースを

確立する必要がある。

#7

知的資本に細心の注意を払う。このような知識を管理

するには、IT リーダーがだけが知る暗黙の知識を皆が

知れるように明示的な知識に変換するプロセスを作成

する必要がある。

#8

順応性のある考え方を採用する。成功する IT リーダー

は、アーキテクチャを開発し、変化を管理し、短期プ

ロジェクトと長期プロジェクトを同時に処理しなけれ

ばならない。最も重要なことは、すべてのプロジェク

トが成功するわけではないことや、ライフサイクルが

長いわけではないことをきちんと伝えることだ。

IT リーダーは、デジタル変革によって組織をリードす

ることになると、自ら変革者になることができる。し

かし、まず彼らが主導権を握る必要がある。組織の皆

が、ビジネス・パートナーや顧客と協力して、デジタル・

イノベーションを活用できるよう支援し、業界におけ

る地位を維持し、さらにそれを上回ることができるよ

うにすることが重要だ。
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